２０１０年６月２４日（木）

５０００フィートの前に３６００万マイル





写真： １９９１年メキシコで開催された国際ロータリー 会議で演説する松村昭雄
２週間足らず前の５月１６日に私は「船底に穴を開けて」と題する、メキシコ湾災害の環境面及び経済面での失望を表明しました。先月、科学者達は深海層の原油流出が日量２１万ガロンに達すると予測しました。 私はその地域での強烈で恐ろしい結末を予見しましたが、それが間違っていなかったことを確信しました。

でも未だ充分心配しきれていませんでした。流量予測専門家グループは、海底５０００フィート（１５００メートル）での噴出油量が日量１５０万から２５０万ガロンと見積っています。
私達は毎日、鳥や亀を初めとする４００種もの生き物が油混じりの泥の中で苦しむ悲惨な映像を見せられています。毎日、繊細な湿地が消滅していくのを見せられています。しかもハリケーンシーズンは未だ来ていないのです。

また、ＢＰ社が流出を食い止める試みに失敗し続けているのを毎日見せられています。毎日、アメリカ政府がより一層身動きできなくなっていることに気が付いています。 このニュースは、１９６９年に人類が初めて月に下り立った時以来で最も注目されています。 当時、科学技術の可能性は無限だなあ、という興奮で見ていたことを思い出します。人類共通の夢に向けてアメリカが成功したことを、皆一緒になって見ていたのです。

宇宙技術の挑戦は、今までずっと社会を後押しし続けています。インターネットは忘れてください。今はフェイスブック世代なのです。１０年後には人を火星に送ることまで計画しているのです。２０１０年４月までは、人間の技術の可能性が無限だと考えていました。それどころか、強い米軍でも流出を防げないこと、その能力はＢＰ社よりも劣っていることを知りました。米議会での公聴会に先立ち、主要石油会社の最高責任者は、支援は無理である、と表明しました。８月に救済用井戸が二つ完成し、長期的にはセメントで穴が埋められるまで原油の流出は続くでしょう。この方法でも解決が保障されるわけではないと言っている専門家もいます。

現実的には私が予測したより遥かに悪い状況です。私達の技術では、火星に行くことができても地球を救うことができないのです。

湾のエコシステムが回復するには数十年、正確に言えば５０年以上掛かるのではないかと思います。報告によれば、１９８９年のエクソン・ヴァルディーズ号石油流出事故後のアラスカでは魚類、海老類、鳥類が未だに戻ってきていません。

この水に関する問題は、１９９１年メキシコでの国際ロータリークラブ会議で私が行った演説を思い起こします。友人でもあった故ジョン・デンヴァー氏が司会を務め、私の演説の前に歌と演奏をしてくれました。

私達の思考を、目の前のより深遠な問題に戻すために、以下の話を引用します。

『私達は水の世界の上で生きています。宇宙から見ると地球は、表面の７０％を覆う海のため青く見えます。地球の生命が水から生まれてきているように、私達も母親の子宮の中の小さな海にある単細胞で形成されています。地球と同様、私達も７０％は水なのです。でも、世界の純度の象徴である水が汚染されると、何かがひどくおかしくなります。

水を飲むことで安らぎ得る代わりに病気になるとしたら、自然の秩序が逆になります。大雨が木々や湖を駄目にする時もしかり。命の源が大地から流れ出る時に有毒になる時もしかりです。

今日、私達はもっとグローバルな心が必要です。これは、前向きの行動の基礎をしっかりと持つために優先順位を再評価し、本当に大切なことは何なのかを決めることを意味しています。例えば水を性格に評価する必要があります。混ざり物のない潤沢な水－金でもダイヤでも油でもない－が恐らく最も大切な地球資源なのかもしれません。それは命にとって必須の成分です。その本当の価値に対して支払わなければならないとすれば、秘宝のように大切にするでしょう。

川、湖そして海は蘇り、数十年間の汚染によってもたらされた瀕死状態から、再び生命を支えるように再生させることが可能です。 これは実際にロンドンのテムズ川で起こった話ですし、北米の五大湖や地中海でも起きつつあることです。 

私達の組織は世界中のリーダーで構成されています。宗教や物理的国境を超え、地球とその基本資源である水を保存するために共に働いています。皆さん一人ひとりが個人として地球を救うための協力者として心から参加していただけるよう希望しています。』
繰り返しますが、 私達は地球上の他の全ての種と共にノアの箱舟に乗っていると考えられますが、今回は人間が海の財宝を求めて欲張り、船底に穴を開けているのです。

私達は間違った目的に焦点を当ててきました。私達は火星まで３６００万マイルを旅することはできても、海底５０００フィートの流出を止める適切な装置を手にすることができないのです。自分達の技術で自分達を救うことができないのです。皆さんはどう思われますか。

注： 1992年6月、リオデジャネイロで開催された国会議員地球サミット会議元事務総長・松村昭雄
